
広がれ　心のバリアフリー
～ユニバーサル社会を目指して～　連載⑥

　第６回は、視覚障がいのある山
本さんの思いを寄稿していただき
ました。
　何かお手伝いを、と思ってもど
うしたらいいかわからないことも
多いと思います。そんな時、この
話を思い出し、勇気を持って声を
かけていただけたらと思います。
一人ひとりのちょっとした勇気と
思いやりで、誰もが安心して暮ら
せる町になると思います。

ユニバーサル社会とは…
　年齢、性別、障害の有無、文化
などの違いにかかわりなく、だれ
もが地域社会の一員として支え合
うなかで、安心して暮らし、一人
ひとりが持てる力を発揮して元気
に活動できる社会
　
▶問合せ
　福祉グループ
　☎０７９（４３５）２３６１
　Ｅメール
　fukusi@town.harima.lg.jp

町内在住　山本　須美子
　一声かけてください。
　私は視覚障害者です。視覚に障害があるといっても、弱視から、光も感じられな
い全盲まで。そして、弱視といっても、その見え方はさまざまです。そう聞くと、視覚
障害者を手伝うのって難しそうと思われるでしょうか？それでも街で白い杖や、盲
導犬を連れた人を見かけたら、そして、その人が立ち止まっていたり、不安そうに歩
いていたら、思い切って声をかけて欲しいのです。
　「なにかお手伝いしましょうか？」
　「ありがとうございます。Ａ店はこの道でいいですか？」
　「それなら通り過ぎましたよ。一緒に行きましょう。どうしたらいいですか？」
　「腕につかまらせてください……」
　こんな会話で、ひとときでも交流ができたら幸せだと、私は思います。中には、
「ここは慣れてるのでけっこうです」。と断られることもあるかもしれません。せっか
く勇気を出して声をかけたのに、がっくりしてしまいますね。でも、どうかそのこと
は忘れてください。十人十色。事情も様々。そう思って、次の機会にはまた声をかけ
ていただけたらと願います。声をかけてもらって助かるのが、信号です。音声信号が
あればまだしも、残念なことに、私の住んでいるところにはありません。車や人の動
きで判断するわけですが、わかりにくいことや、歩く人についていったら信号無視
だったということもあります。
　「赤ですよ。青になったら言いますね」
　「青になりました」
　そんな一言が、とてもうれしく、安全のプレゼントです。安全に歩きたいと切に願
うところが、駅のホームです。視覚障害者が転落するという、悲しい事故が最近も
ありました。電車を降りたとき、「一緒に行きましょう」と言ってくださると、本当に
ほっとします。
　袖振り合うもなんとやら。短い出会いが、なにかのきっかけになれば、どんなに
素晴らしいことかと思います。

従業員の人の個人住民税は、特別徴収で納めましょう！
平成30年度から

▶問合せ　税務グループ☎０７９（４３５）０３５８

個人住民税の特別徴収を徹底します

個人住民税の特別徴収を実施していない事業主の皆さまへ
　特別徴収とは、従業員の給与から個人住民税を天引きし、事業主が従業員に代わって、毎月、市町に納入する
ものです。

◆この制度は、地方税法及び各市町の条例の規定
により、所得税の源泉徴収を行う全ての事業主
（給与支払者）に義務づけられています。
◆特別徴収が不要なケースは法令で定められてお
り、例えば、事業主の希望に応じて特別徴収を
行う・行わないを決めるといったことはできま
せん。
◆平成28年２月に、県と県内の全市町が一斉に、
平成30年度から特別徴収の徹底を行うことを
決定いたしました。特別徴収にご理解とご協力
をお願いします。

特別徴収の方法による納税のしくみ
市役所・町役場

① 給与支払報告書の提出
（１月31日まで）

③ 特別徴収税額の通知
（５月31日まで）

⑥ 税額の納入
（翌月10日まで）

④ 特別徴収税額の通知
　（５月31日まで）

⑤ 給与の支払いの際、
　 税額を徴収

  （６月から翌年５月まで毎月）

② 税額の計算
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（表１）自己負担限度額
　 負担区分 自己負担基準額
現役並み所得者 ６７万円
　　一般 ５６万円
　　区分Ⅱ ３１万円
　　区分Ⅰ １９万円

高額医療・高額介護合算制度
　「高額医療・高額介護合算制度」は、医療保険と介護保険の両方を利用し、その自己負担額
が高額になっている世帯の負担を軽減する制度です。
　▶問合せ　保険年金グループ☎０７９（４３５）２５８１

（図１）高額医療・高額介護合算制度
　　　　における世帯

住民票上の世帯
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住民票上の世帯 高額医療・高額介護
合算制度における世帯
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